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研究成果の概要 

 2024 年度では，合成高分子の超精密構造解析を実現するシステムの中でも，ナノポア部位を構成す

る分子の合成を行なった。はじめに，親水性環境下においてナノポアを構築するべく，ナノポア形成部

位の周囲を覆う親水性側鎖の合成を行なった。ウィリアムソンエーテル合成に続く末端部位のアミノ

化を経たのち，芳香族性部位との間のアミド結合形成反応によって，複数のオリゴエチレングリコール

鎖が連結した両親媒性分子の合成に成功した。なお，ここに至るまでに合成した分子はいずれも核磁気

共鳴スペクトル測定および高分解能質量分析測定によって帰属を行なっている。 

 続いて，このユニットを構成単位としたオリゴマー化を試みた。詳細は割愛するものの，核磁気共鳴

スペクトル測定の結果，本ユニットが 20個程度連なったオリゴマーの生成が示唆された。さらに，彫

られたオリゴマーの溶液状態における円二色性スペクトル測定を行なったところ，このオリゴマーが

らせん状の構造をとっていること，すなわちその内部にはナノポアが形成されていることを示唆する

結果を得ることができた。今後はオリゴマーのさらなる構造解析を進めるとともに，インバート・ナノ

ポアシステムの構築に向けて各構成要素を組み上げていく予定である。 
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